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ここで仁V(ki,kf)は準粒子が運動量 ki,エネルギーEiの状態 lki,Ei> よりIkf,
Ef>に遷移する時の選移確率で n･はフェルミ分布関数である o 散乱中,イオンの動1
く距離が運動量移動 q-IEi言 fIの逆数より小さいと,T_V(ki,kf)はイオンのVan
Hove散乱関数 (又は動的因子 )sv(q,a-fLll(Ei-Ef)) と準粒子の散乱振幅で次の
様に書ける｡





p(kf)は運動量 kfでの状態密度で, IT(ki,kf)12- lT(kf,ki)L2の仮定と,
Sv(q,W)の従 う詳細釣合の条件より(1)式は
碧 - 志 ′dn i/dnf/ dEi芸 ′dEf:fkikf Sv(q,α)
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で与えられるo超流動 3He中の IT(ki,kf)lを微分断面積で書 くとE-△ のギャップ
エッジで発散が起るが,これは多重散乱の効果の入った t-行列をT(ki,kf)に用いた2


















MW2 βq2 → → 2
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最初に一様なギャップのB相について扱ってみるoこの場合 qdq-kikfSin βdβ
(Oはkことkl の間の角度 )の関係を用い,T｡近くでは被積分項の△ の展開により1
pB十 - pN-1(1言 β△) (8)
を得る. これはBowleyの非反跳のイオンの計算2)での△ の最低次の展開項と一致する.
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微分断面積しか取らなかった為で,部分波をβ -0から･10位迄取った ノー マルの微分
断面積を取れば合わせることが可能であろう｡この最後のβ-10迄の部分波を取るこ
とについて,data fittingはPethick4)によって指摘された｡
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A相のM Rの比較的新しい話題 として,Comel大グ′レ-プの sateliteの実験 1)と磁
化 ソリトンで説明しようとするMaki-Kumar･の計算2)を紹介する. NMRは 3He の超
流動をさぐるプローブとして中心的な役割を果 してきたが,今後盛んになると思われる
非一様系 (texture他)に対 しても有力であると期待される｡ ソリトンによるNMRの
-B5-
